
                                      2 6 日 機 輸 総 企 第 27 9 号  

平 成 27 年 2 月 9  日  

 

組 合 員 各 位   

                                              日 本 機 械 輸 出 組 合  

                                            専 務 理 事  倉 持 治 彦  

                                                                             

JMC 海 外 危 機 管 理 セミナー開 催 のお知 らせ 

・「 ベ ト ナ ム  進 出 時 と 現 地 オ ペ レ ー シ ョ ン 上 の 問 題 点 と 対 策 」  

・「 中 国 の ビ ジ ネ ス ・ リ ス ク 対 策 」  

・「 ミ ャ ン マ ー の 治 安 と 医 療 対 策 」  

緊 急 追 加 テ ー マ 「 イ ス ラ ム 国 に よ る 脅 威 と 企 業 の 安 全 対 策 」  

                                    

 平 素 よ り 組 合 員 の 皆 様 に は 日 本 機 械 輸 出 組 合 の 運 営 に 大 変 お 世 話 に な っ

て お り ま す 。  

 こ の 度 、「 JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス 」 の 一 環 と し て 、 標 記 セ ミ ナ ー

を 開 催 い た し ま す 。  

今 回 は 中 国 と ベ ト ナ ム に つ い て 、 海 外 危 機 管 理 の 観 点 か ら 特 に 現 地 オ ペ

レ ー シ ョ ン 上 の 失 敗 し な い た め の 注 意 点 や ビ ジ ネ ス ・ リ ス ク 対 策 等 に ス ポ

ッ ト を あ て て 行 い ま す 。 ま た 、 企 業 進 出 が ブ ー ム と な り 、 日 本 企 業 に と っ

て 非 常 に 関 心 の 深 い ミ ャ ン マ ー の 治 安 と 医 療 対 策 に つ い て も ご 報 告 い た し

ま す 。 更 に 、 人 質 事 件 が 悲 劇 的 な 結 末 で 終 わ り 、 今 、 最 も 全 世 界 が 注 目 し

て い る 「 イ ス ラ ム 国 」 に つ い て 、 そ の 脅 威 と 企 業 の 安 全 対 策 に つ い て 、 緊

急 報 告 と し て 、 安 全 サ ポ ー ト 株 式 会 社 に お 願 い す る こ と と 致 し ま し た 。  

中 国 、 ベ ト ナ ム 、 ミ ャ ン マ ー に 進 出 さ れ て い る 、 ま た は 進 出 予 定 の あ る

組 合 員 企 業 の 海 外 営 業 関 係 お よ び 海 外 人 事 ・ 海 外 危 機 管 理 担 当 部 門 の 皆 様

に お か れ て は 、 是 非 ご 参 加 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

              記  

 

Ⅰ ． 日 時  平 成 ２ ７ 年 ２ 月 ２ ３ 日 （ 月 ） １ ４ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ３ ０  

Ⅱ ． 場 所  日 本 機 械 輸 出 組 合  第 一 会 議 室  

東 京 都 港 区 芝 公 園 3 丁 目 5 番 8 号 （ 機 械 振 興 会 館 ４ 階 ）       

       ア ク セ ス (下 記 UR L の 地 図 参 照 ) 

h t t p : / / w w w . j m c t i . o r g / j m c h o m e p a g e / s h o u k a i / s h o z a i c h i / i n d e x . h t m  

 

Ⅲ ． 内 容   

１ ． ベ ト ナ ム  進 出 時 と 現 地 オ ペ レ ー シ ョ ン 上 の 問 題 点 と 対 策  

１ ４ ： ０ ０ ～ １ ５ ： ２ ０  

（ １ ） ベ ト ナ ム 概 況  

（ ２ ） 日 系 企 業 の 進 出  

（ ３ ） 進 出 時 の 注 意 点  

     ◇ 進 出 時 に 考 え て お く こ と  ◇ 投 資 後 の 運 営 期 間  ◇ 閉 鎖 後   

（ ４ ） 現 地 オ ペ レ ー シ ョ ン 上 の 注 意 点  

    ◇ 労 働 事 情 と ト ラ ブ ル 防 止 策  ◇ 各 ビ ジ ネ ス シ ー ン で の 注 意 点  

    ◇ ベ ト ナ ム 人 気 質 ・ 国 民 性  ◇ ベ ト ナ ム 人 と の 付 き 合 い 方  

（ ５ ） 違 う 視 点 か ら 見 た ベ ト ナ ム  



講 師  松 本  時 男  

（ ベ ト ナ ム 科 学 技 術 省  ホ ア ラ ッ ク ハ イ テ ク パ ー ク 管 理 委 員 会 、  

投 資 促 進 ア ド バ イ ザ ー Ｏ Ｖ Ｔ Ａ 国 際 ア ド バ イ ザ ー ）  

  

休   憩     １ ５ ： ２ ０ ～ １ ５ ： ３ ０  

 

２ ． 中 国 の ビ ジ ネ ス ・ リ ス ク 対 策       １ ５ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ３ ０   

（ １ ） 現 地 オ ペ レ ー シ ョ ン 上 の ト ラ ブ ル 事 例 と 対 策  

    ◇ 「 反 日 感 情 」 か ら 「 社 食 の お か ず 」 ま で  

（ ２ ） 進 出 よ り 困 難 な 撤 退  

◇ 労 務 問 題   ◇ 債 務 処 理   ◇ 税 ・ 社 会 保 険 料 対 応 な ど  

講 師  井 上  雄 介 （ 安 全 サ ポ ー ト ㈱  オ ペ レ ー シ ョ ン セ ン タ ー 長 ）   

                

３ ． ミ ャ ン マ ー の 治 安 と 医 療 対 策      １ ６ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ０ ０  

（ １ ） ミ ャ ン マ ー に お け る 治 安 状 況 、 リ ス ク 、 交 通 事 情 と 対 策  

（ ２ ） 衛 生 状 況 と 対 策  

（ ３ ） 日 本 人 が 利 用 す る 病 院  

講 師  川 下 俊 幸 （ 安 全 サ ポ ー ト ㈱  海 外 企 画 部 長 ）  

 

【 緊 急 追 加 テ ー マ 】  

「 イ ス ラ ム 国 」 に よ る 脅 威 と 企 業 の 安 全 対 策 １ ７ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ３ ０  

   安 全 サ ポ ー ト ㈱ よ り 報 告  

 

【 定 員 】 ５ ０ 名 （ 先 着 順 ）   

【 参 加 費 】 組 合 員 限 定 ・ 無 料   

お 申 込 み は 、 お 手 数 で す が 、 当 組 合 Ｈ Ｐ の「 セ ミ ナ ー ご 案 内 」(下 記 UR L )

か ら お 願 い い た し ま す 。 恐 縮 で す が 、 平 成 27 年 2 月 1 8 日 (水 )ま で に お 申

し 込 み 頂 け れ ば 幸 い で す 。  

（ ht t p : / / w w w . j m c t i . o r g / j m c h o m e p a g e / s e m m i n a r / i n d e x . h t m）  

H P か ら の 申 込 が 難 し い 方 は 、 E メ ー ル （ yo k o z e k i @ j m c t i . o r . j p）  

で お 願 い い た し ま す 。  

・ 本 セ ミ ナ ー は 組 合 員 の 皆 様 の み 参 加 可 能 で 、 参 加 費 は 無 料 で す 。  

・ 受 講 券 等 は お 送 り し ま せ ん の で 、 当 日 、 会 場 受 付 で 名 刺 を ご 提 出 下 さ い 。  

・ 定 員 に な り 次 第 、 恐 縮 で す が 締 め 切 ら せ て い た だ き ま す 。  

 

本 御 案 内 は 、 主 に 下 記 の 方 々 に 送 付 し て お り ま す 。  

◇ JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス の 窓 口 ご 担 当 登 録 者 様 、 JM C 海 外 安 全 情

報 の メ ー ル 配 信 先  

◇ JM C の 窓 口 ご 担 当 者 様  (お 手 数 で す が 、 必 要 に 応 じ て 本 案 内 状 を 海 外 危

機 管 理 担 当 部 署 等 関 連 の 皆 様 に ご 転 送 頂 け れ ば 幸 い で す ) 

 

本 件 問 合 せ 先 ：  

総 務 企 画 グ ル ー プ  横 関 、 橋 本 （ Te l . 0 3 - 3 4 3 1 - 9 5 6 0  F a x  0 3 - 3 4 3 6 - 6 4 5 5）  

                              

【 講 師 プ ロ フ ィ ー ル 】    

松 本  時 男 (マ ツ モ ト  ト キ オ )  

□ ベ ト ナ ム 科 学 技 術 省  ホ ア ラ ッ ク ハ イ テ ク パ ー ク 管 理 委 員 会 、 投 資  

促 進 ア ド バ イ ザ ー OV T A 国 際 ア ド バ イ ザ ー 。  



□ 19 9 5 年 ～ 19 9 8 年 、 商 社 で の ホ ー チ ミ ン 市 駐 在 員 事 務 所 長 兼 ハ ノ イ  

駐 在 員 事 務 所 長 。 20 0 6～ 2 0 0 8 年 、 バ ク ニ ン 省 で 工 場 立 ち 上 げ 。  

2 0 0 9 年 ～ 20 1 0 年 、 ベ ト ナ ム 科 学 技 術 省 ホ ア ラ ッ ク ハ イ テ ク パ ー ク  

副 大 臣 ア ド バ イ ザ ー 。 20 1 3 年 ～ 現 在 、 中 小 企 業 業 務 支 援 ア ド バ イ ザ  

ー 、 海 外 産 業 人 材 育 成 セ ン タ ー (経 済 産 業 省 所 管 )専 門 家 業 務 に 従 事 。 

ホ ー チ ミ ン 市 、 ハ ノ イ の 2 都 市 に 駐 在 。 駐 在 期 間 通 算 7 年 以 上 。  

 

 

井 上  雄 介 （ イ ノ ウ エ  ユ ウ ス ケ ）  

□ 安 全 サ ポ ー ト ㈱  オ ペ レ ー シ ョ ン セ ン タ ー 長 。    

□ 中 国 の 大 学（ 天 津 ）に 留 学 後 、 中 国 経 済 情 報 誌 の 編 集 員 及 び 通 信 社 の

支 局 員 と し て 通 算 ７ 年 中 国（ 上 海 、 広 州 、 台 湾 ）に 駐 在 。 帰 国 後 も 中

国 株 、 中 国 経 済 情 報 ウ エ ブ サ イ ト の 編 集 に 従 事 。 ２ ０ １ ４ 年 か ら 現

職 。  

 

川 下 俊 幸 （ カ ワ シ タ  ト シ ユ キ ）  

  □ 安 全 サ ポ ー ト ㈱  海 外 企 画 部 長 。  

  □ 大 手 旅 行 会 社 時 代 の 豊 富 な 海 外 駐 在 経 験 を 活 か し て 、安 全 サ ポ ー ト ㈱

の 海 外 赴 任 者 ・ 出 張 者 向 け 安 全 講 習 を 担 当 。  

□ ミ ャ ン マ ー の 治 安 と 医 療 環 境 の 視 察 を も と に 、ヤ ン ゴ ン に お け る 日 本

人 向 け 医 療 対 策 を 現 地 で 立 ち 上 げ 。       

 以 上  


